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Ⅰ  輸送力増強  
 

１ 輸送計画の改善  
 

＜運転本数の増発＞  

(1) 通勤・通学時間帯の増発（継続） 

横須賀線の朝の通勤・通学時間帯は、非常に混雑しておりますので、混雑緩和

のため、運転本数の増発等の取組を実施されるよう要望いたします。 

  

(2) 昼間時における久里浜駅～東京駅間の直通化（継続） 

昼間時間帯においては、久里浜駅～東京駅間の上下線とも直通電車が１時間に

１～２本程度の運転となっており、また、逗子駅での乗換えについても、隣の    

ホームまで渡り廊下を利用しなければならない電車が存在し、利用者にとって非

常に不便な状況となっています。 

利用者の利便性向上のため、昼間時の逗子駅止まりの便について久里浜駅～東

京駅間の直通化をご検討いただきますよう要望いたします。 

     

(3) 逗子駅始発上り電車の増発について（継続） 

三浦半島地域は人口減少の傾向にあり、地域活力の維持を図るため、通勤者の

利便性の向上による利用促進及び転入促進を図っています。  
横須賀線の朝の通勤・通学時間帯は、非常に混雑しており、逗子駅始発上り電

車は、周辺市町の住民も多く利用しています。  
逗子駅から東京・横浜方面への上り電車の混雑を緩和し、通勤・通学者のさら

なる利便性の向上を図るため、同駅始発上り電車を含めた運転本数を増発される

よう要望いたします。  

（逗子市まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

 

＜運転区間の延長等＞ 

(4）成田エクスプレス臨時増発便の恒久化、久里浜駅までの延長運転（継続） 

国際化の進展や余暇時間の増大に伴い、海外との往来は年々増加しており、  

また情報通信技術に関する研究機関を集積したＹＲＰ（横須賀リサーチパーク）

においては、世界各国の研究者が、新東京国際空港（成田空港）から東京を通過

して直接ここを訪れております。また、同様に湘南国際村も海外から研究・研修

者が訪れております。 

成田空港へのアクセスとして、高速かつ信頼性の高い成田エクスプレスを、地

域住民をはじめ、国際交流の進展に伴う成田空港利用者の利便性向上のため、現

在の臨時増発便を恒久的な便としていただくよう、また久里浜駅まで延長運転さ

れるよう要望いたします。 
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＜その他＞ 

(5) 逗子駅での増結・切離し時間の短縮（継続） 

現在、逗子駅で平均３分 30 秒間要している連結・切離しによる待ち合わせ時間

の短縮を要望いたします。 

逗子駅での分割・併合作業による所要時間や、作業のない列車の停車時間等を

可能な限り削減するよう努めていただいているところですが、引き続き運行ダイ

ヤの見直しの際など、停車時間の短縮にご配慮いただきますようお願いいたしま

す。 

 

(6) 神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線）の品川・東京方面への乗り入れ（新規） 

神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線）については、速達性向上計画の認定を

受け、整備主体である(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構や営業主体である相

模鉄道(株)が、31 年度下期開業に向け事業を推進しています。当計画では、この

直通線は横浜羽沢駅付近で東海道貨物線に接続し、貴社線内に乗り入れて新宿方

面を基本とする区間を運行することとなっていますが、品川・東京方面への乗り

入れについても、一層の利便性向上とともに、沿線地域の活性化や、事故や災害

時における代替経路の確保などの効果が期待できますので、検討されるよう要望

いたします。 

 
 

Ⅱ 利便性向上 
 

１  停車要望  
 

(1) 湘南新宿ライン全列車の東戸塚駅への停車（継続） 

東戸塚駅の混雑対策として、これまでにも、ラッシュ時の係員増員、ホーム上

設置物の撤去、ホーム中央部の通行帯明示、エスカレーターの高速化等の対応を

いただきましたが、特に朝のピーク時間帯には、ホーム上に極めて多くの利用者

が滞留しており、ホーム上の混雑緩和、利用者の安全性確保は喫緊の課題です。 

現在、東海道線発着の湘南新宿ライン快速は、横須賀線を走行しているにもか

かわらず東戸塚駅を通過しておりますが、快速が停車しない駅の中で、東戸塚駅

は群を抜いて利用者が多い状況です。混雑緩和のためには、快速の停車が費用対

効果の観点からも現実的にも最も有効な方策であり、朝のピーク時間帯において

は快速の停車が速達性に与える影響は限定的であると考えておりますので、東戸

塚駅への湘南新宿ライン全列車の停車を要望いたします。 
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２  駅施設等の整備  
 

(1) 鎌倉駅、北鎌倉駅及び大船駅のホーム上での安全性確保（継続） 

ホームでの事故等が発生した場合、列車の運行ひいては市内の他の公共交通機

関の利用にも支障をきたすことから、ホーム上での混雑（大型連休や鎌倉市内で

大規模なイベントが開催される時期及び列車事故による遅延）の際は、駅員を  

配置するなどの措置を講じていただいているところですが、ホームドアの設置（実

証実験での実施を含む）により、一層の安全性の確保について、早急な対応をし

ていただくよう要望いたします。 

特に鎌倉駅は、大型連休やアジサイの開花時期といった観光シーズンになりま

すと、ホーム上に極めて多くの利用者が滞留しており、小学生からも安全性確保

を求める意見が出ています。更には、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競

技大会も開催され、今後、多くの方が利用することが想定されることから、2020

年までにホームドアを設置するよう要望いたします。 

 

(2) 新川崎駅舎の改良（継続） 

新川崎駅周辺地区では、市街地再開発事業等、周辺区域の土地利用転換が進ん

でおり、今後、新川崎駅利用者の増加が見込まれます。 

川崎市においてもまちづくりに合わせた交通広場や駅前広場ロータリー、鹿島

田こ線歩道橋の整備などを進めてまいりましたが、今後の鉄道利用者のさらなる

安全性の確保や利便性の向上を図るため、駅南側への改札口の新設や駅施設の改

良を要望いたします。 

 

(3) 東戸塚駅舎の改良（継続） 

東戸塚駅の混雑対策として、これまでにも、ラッシュ時の係員増員、ホーム上

設置物の撤去、ホーム中央部の通行帯明示、エスカレーターの高速化等の対応を

いただきましたが、特に朝のピーク時間帯には、ホーム上に極めて多くの利用者

が滞留しており、ホーム上の混雑緩和、利用者の安全性確保は喫緊の課題です。 

ついては、ホーム上の混雑緩和・安全性確保につながる駅舎改良について、引

き続き検討を進めていただくよう要望いたします。 

さらに、ドア位置の違いに対応した新しいタイプのホームドアの研究開発も進

められていることから、設置の検討を要望いたします。  
 

(4) 北鎌倉駅舎の混雑対策（継続） 

北鎌倉駅は、改札口が長いホーム南端の１か所のみであるため、特に駅利用者

の集中する時間帯や観光シーズンなどは、改札口へ向かう周辺道路に利用者が集

中するだけでなく、ホームをはじめとする駅構内が利用者であふれています。 

ついては、鉄道用地が狭隘である等大きな制約がある中での人的対応等ソフト

面の安全性確保及び利便性向上のより一層の取組を要望いたします。 
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(5) 東逗子駅北口への改札口の設置（継続） 

東逗子駅北口への改札口の新設については、駅舎設備等大規模工事が必要とな

り、改札口へのアクセス施設も必要になることから困難であるとの回答を以前に

いただきましたが、アクセス施設など大規模な整備工事を実施せずに設置可能な、

ＩＣスマート改札による改札口整備についても検討していただくよう要望いたし

ます。 

 

(6) 武蔵小杉駅の混雑対策（継続） 

横須賀線武蔵小杉駅の抜本的な混雑対策として、下りホームの新設及び新規改

札口の設置が公表されたところですが、ホームの混雑が著しく、転落等も起こり

うる状況であるため、関係各所と連携し、出来る限りの早期整備を要望いたしま

す。  
また、平成 31 年度下期開業予定の神奈川東部方面線、相鉄・ＪＲ直通線に伴う

武蔵小杉駅の混雑状況への影響等を検討のうえ、安全対策や混雑対策等について

適切に対応されるよう併せて要望いたします。  
 

(7) 横浜駅～大船駅間５駅への可動式ホーム柵設置（継続） 

平成 30 年３月、東京圏における可動式ホーム柵の設置について、主要駅は平成

44 年度までに、うち、条件が整った駅については平成 37 年度までに整備するとの

公式発表が貴社からありました。 

横須賀線ホームについては、車両の扉位置が一定ではないという課題があるこ

とは承知しておりますが、利用者の安全確保を図る観点から、整備計画の前倒し

が図られるよう要望いたします。  
 
 

Ⅲ その他 
 

(1) 逗子駅での英語放送の実施（継続） 

池子米軍家族住宅の居住者などをはじめとする外国人利用者に対する利便性向

上のため、逗子駅において英語による案内放送が行われるよう要望いたします。 
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